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本日の話題

細菌の抗生物質耐性獲得機構で見いだされた自己ゲノム編集
(PODiRシステム)とその知見を利用し開発した疾病予防・治療
および迅速育種法に関して紹介する

0. PODiRシステムとは

1. 情報処理システム、情報処理方法、同定方法及びプログラム

2. 光合成真核生物におけるゲノム編集方法

3. ゲノムを編集する方法
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自己ゲノム編集機構

0. PODiRシステムとは
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本日の話題

細菌の抗生物質耐性獲得機構で見いだされた自己ゲノム編集
(PODiRシステム)とその知見を利用し開発した疾病予防・治療
および迅速育種法に関して紹介する

0. PODiRシステムとは

1. 情報処理システム、情報処理方法、同定方法及びプログラム

2. 光合成真核生物におけるゲノム編集方法

3. ゲノムを編集する方法

発明の名称 ：情報処理システム、情報処理方法、同定方法及びプログラム
出願番号 ：特願2020-105587
公開番号 ：特開2021-197100
出願人 ：国立研究開発法人産業技術総合研究所
発明者 ：間世田英明、今井賢一郎
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自己ゲノム編集機構

1. 情報処理システム・・・

同一疾患の患者のゲノムデータを比較

疾病原因遺伝子変異同定

問題点
オープンになっている疾病別の患者配列データが少ない！

従来技術との差別化
ランダムな変異ではなく、決まった場所で起こる正確な変異
（変化後の配列も）なので、ランダムで起こるSNPとは異なり
予測も予防も治療も可能である。治療薬（遺伝子治療）作成
が可能！

疾患A患者
グループ

高頻度で
PODiR ＠＠
が欠失

疾患B患者
グループ

高頻度で
PODiR ＊＊
が欠失

疾患C患者
グループ

高頻度で
PODiR ##
が欠失

疾患D患者
グループ

高頻度で
PODiR $$
が欠失

疾患Aの原因変異の１つ・・・＠＠ 疾患Bの原因変異の１つ・・・＊＊
疾患Cの原因変異の１つ・・・＃＃ 疾患Dの原因変異の１つ・・・＄＄

疾病リスクの算出

XYXYXおよびXYX含有配列の転写産物量の測定
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本日の話題

細菌の抗生物質耐性獲得機構で見いだされた自己ゲノム編集
(PODiRシステム)とその知見を利用し開発した疾病予防・治療
および迅速育種法に関して紹介する

0. PODiRシステムとは

1. 情報処理システム、情報処理方法、同定方法及びプログラム

2. 光合成真核生物におけるゲノム編集方法

3. ゲノムを編集する方法
発明の名称 ：光合成真核生物におけるゲノム編集方法
出願番号 ：特願2021-012831
出願人 ：国立研究開発法人産業技術総合研究所、国立大学法人筑波大学
発明者 ：間世田英明、遠藤博寿、鈴木石根、白岩善博

1. 情報処理システム・・・
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自己ゲノム編集機構

2. 光合成真核生物・・・
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2. 光合成真核生物・・・
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2. 光合成真核生物・・・

藻類

・バイオ燃料
・食糧源
・健康食品
・化粧品の機能性成分

機能強化

オリゴ核酸を振り返るだけで

藻類藻類

(数十%) (数十%)

120merのオリゴ核酸導入によるゲノム編集

問題点
・プロトプラスト化が必要
・藻類の種々のstrainに対する検討が必要

従来技術との差別化
・国内知財
・圧倒的に高効率
・安価
・タンパク成分の導入なし
・組換え作業なし（非組換え体）
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本日の話題

細菌の抗生物質耐性獲得機構で見いだされた自己ゲノム編集
(PODiRシステム)とその知見を利用し開発した疾病予防・治療
および迅速育種法に関して紹介する

0. PODiRシステムとは

1. 情報処理システム、情報処理方法、同定方法及びプログラム

2. 光合成真核生物におけるゲノム編集方法

3. ゲノムを編集する方法

発明の名称 ：ゲノムを編集する方法
出願番号 ：2021-089110
出願人 ：国立研究開発法人産業技術総合研究所
発明者 ：間世田 英明

3. ゲノムを編集する方法
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3. ゲノムを編集する方法

ST法が苦手な領域（2つ）
① 転写領域

②転写されていない領域

ブーストオリゴで改善！

図7 難ゲノム編集領域（ST法）

Big3 gene

GALNT6
gene

水 オリゴ オリゴ
+ブーストB

オリゴ
+ブーストA

ゲノム編集阻害物質除去法

問題点？
・ ターゲット配列毎に最適化
・ 個体（in vivo）での検証

従来技術との差別化
・ 細胞に振りかけるだけ
・ 効率化
・ タンパク成分を使わない → 抗体産生の危険性極小↓
・ デザイン通りの編集で正確 → 安全性 高↑
・ 安価
・ 国内知財
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自己ゲノム編集機構
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企業への期待
PODiRシステム技術
• 未病時での診断（人間ドック・健康診断・web診断）にPODiR技術の活用が期待され

る

• ソフトウエアーの最適化による種々のバイオ分野への適応が可能となる

• PODiR技術のルーティー利用による汎用・専用キットの開発など期待される

オリジナルゲノム編集技術
• オリゴ核酸がそのまま医薬品となり得る

• タンパク成分を利用しないことからヒトを含めた種々の種への適応が楽

• 圧倒的低コストでゲノム治療が可能になり、稀少疾患や個別化医療への適用が期待
される

• 遺伝子治療のキーテクノロジとして期待される

• 遺伝子組換えでないことから、編集生物の環境（開放系）利用が可能

• PODiR研究の関する研究会を発足した際には、是非にご参加を！
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お問い合わせ先

国立研究開発法人 産業技術総合研究所

スタートアップ推進・技術移転部

技術移転室

ＴＥＬ：029－862－6158

e-mail：aist-tlo-ml@aist.go.jp
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